
除
。
戦
友
と
は
再
会
を
約
し
そ
れ
ぞ
れ
懐
か
し
い
の
郷
里
に
向

か
っ
た
。

私
の
追
憶
　 

高
知
県
　
大
西
清
盛
　 

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
に
始
ま
っ
た
日
支
事
変
は
日
一

日
と
拡
大
の
一
途
を
た
ど
り
、
つ
い
に
昭
和
十
六
年
十
二
月
八

日
、
あ
の
世
紀
の
第
二
次
世
界
大
戦
へ
と
突
入
し
た
の
で
あ

る
。
当
時
の
戦
争
の
模
様
は
大
本
営
の
発
表
に
よ
る
の
み
で
、

我
々
国
民
は
一
喜
一
憂
す
る
の
み
だ
っ
た
。
当
時
の
事
は
走
馬

灯
の
ご
と
く
全
く
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
現
在
で
あ
る
。
十
分

な
記
憶
も
な
い
。
し
か
し
、
私
な
り
に
断
片
的
に
そ
の
当
時
を

彷
徨
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

ご
く
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
私
も
大
戦
末
期
の

中
国
戦
線
を
四
六
時
中
駆
け
巡
り
、
ま
た
そ
の
時
点
に
お
い
て

人
生
の
は
か
な
さ
を
も
十
分
に
味
わ
っ
た
一
人
で
も
あ
る
。

昭
和
十
九
年
六
月
二
日
、
こ
の
日
は
私
の
生
涯
忘
れ
得
な
い

日
で
あ
る
。
当
時
私
は
、
高
知
市
丸
ノ
内
に
あ
る
高
知
営
林
局

に
勤
務
し
て
い
た
。
し
か
し
私
は
そ
の
営
林
局
を
退
職
し
た
。

そ
し
て
当
時
満
州
国
の
半
官
半
民
の
満
州
林
業
㈱
に
社
員
と
し

て
採
用
さ
れ
、
ソ
満
国
境
の
街
、
佳
木
斯
支
店
勤
務
の
辞
令
ま

で
受
け
取
っ
て
い
た
。
営
林
局
退
職
後
少
し
の
間
、
私
は
故
郷

に
帰
省
し
渡
満
の
準
備
と
休
養
中
だ
っ
た
。
そ
し
て
六
月
早
々

渡
満
の
予
定
で
新
し
く
勤
務
す
る
会
社
と
新
京
本
社
到
着
な
ど

の
打
合
せ
が
出
来
て
い
た
。

そ
の
五
月
二
十
五
、
六
日
に
海
外
渡
航
証
明
を
受
け
る
べ
く

所
轄
の
駐
在
所
へ
出
掛
け
る
寸
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
私
あ
て
に

一
片
の
召
集
令
状
が
と
び
込
ん
で
来
た
。
一
片
の
紙
切
れ
だ

が
、
こ
れ
が
私
の
運
命
を
一
八
〇
度
転
回
さ
せ
た
。

昭
和
十
九
年
六
月
二
日
、
私
は
高
知
市
朝
倉
の
西
部
第
三
十

四
部
隊
第
二
中
隊
第
三
班
へ
入
隊
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
以
来
終

戦
、
復
員
ま
で
私
は
軍
隊
の
消
耗
品
と
な
っ
た
。

私
た
ち
第
三
班
は
約
三
十
人
、
そ
の
う
ち
最
年
長
者
は
三
十

四
・
五
歳
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。
入
隊
し
て
み
る
と
今
ま
で



私
た
ち
が
生
活
し
て
来
た
一
般
社
会
と
は
全
く
異
な
り
、
何
と

も
形
容
し
が
た
い
特
異
な
世
界
だ
っ
た
。

入
隊
翌
日
か
ら
、
六
時
起
床
に
始
ま
り
、
班
内
掃
除
、
点

呼
、
飯
上
げ
等
で
、
我
々
初
年
兵
は
「
早
駆
け
」
で
少
し
で
も

モ
タ
モ
タ
す
る
と
二
・
三
年
の
古
兵
殿
よ
り
過
分
な
る
手
厚
い

お
も
て
な
し
を
た
く
さ
ん
頂
い
た
。
私
は
当
時
二
十
一
・
二
歳

だ
っ
た
の
で
幾
分
は
良
い
も
の
の
、
三
十
余
歳
の
戦
友
は
大
変

な
苦
労
だ
っ
た
。

そ
ん
な
日
常
が
続
く
あ
る
日
「
三
班
の
初
年
兵
は
全
員
石
廊

下
へ
集
合
」
の
命
令
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
野
戦
要
員
の
発

表
で
、
我
々
初
年
兵
の
ほ
と
ん
ど
が
野
戦
要
員
と
し
て
駆
り
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
程
な
く
私
た
ち
は
操
六
四
七
〇
部
隊
（
高
知
編

成
）
独
立
歩
兵
四
一
二
大
隊
（
大
隊
長
田
所
大
次
郎
大
尉
）
第

二
中
隊
第
二
小
隊
第
二
分
隊
所
属
と
な
り
、
私
は
最
年
少
者
の

た
め
か
一
一
式
旧
型
軽
機
関
銃
射
手
と
し
て
編
成
さ
れ
た
。

編
成
の
日
を
境
に
野
戦
行
き
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
る
毎
日
と

な
っ
た
。
今
ま
で
約
四
十
日
間
着
続
け
て
き
た
オ
ン
ボ
ロ
軍
衣

袴
を
脱
ぎ
捨
て
て
、
全
く
新
し
い
軍
衣
袴
、
編
上
靴
、
そ
の
他

に
着
替
え
、
野
戦
で
い
つ
ま
で
も
共
に
過
ご
す
軽
機
等
を
整
備

し
て
昭
和
十
九
年
七
月
十
七
日
朝
、
編
成
を
完
結
し
た
と
記
憶

し
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
近
日
中
に
ど
こ
か
の
野
戦
へ
出
発
と
な
る
と
思
え

ば
何
だ
か
形
容
し
が
た
い
変
て
こ
な
気
持
ち
だ
っ
た
。

編
成
終
了
後
、
間
を
置
か
ず
夜
分
兵
営
を
出
発
し
た
。
兵
営

近
く
の
朝
倉
駅
に
て
乗
車
、
高
知
～
高
松
～
門
司
～
朝
鮮
釜
山

着
、
釜
山
に
一
泊
、
翌
日
釜
山
か
ら
有
蓋
列
車
に
て
、
夜
を
日

に
つ
い
で
満
州
を
北
上
、
山
海
関
～
南
京
～
上
海
に
集
結
、
長

峯
旅
団
長
の
直
接
掌
握
下
に
入
り
、
上
海
に
お
い
て
、
約
五
十

日
間
に
わ
た
る
猛
訓
練
を
重
ね
た
の
で
す
。

そ
の
猛
訓
練
の
最
後
の
実
包
に
よ
る
射
撃
訓
練
が
行
わ
れ
、

屯
営
出
発
以
来
起
居
を
共
に
し
て
来
た
一
一
年
式
軽
機
の
実
包

射
撃
を
し
た
。
約
五
、
六
十
発
発
射
し
た
だ
ろ
う
か
、
突
然
、

私
の
両
の
耳
が
全
く
聴
覚
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
訓
練
終
了

後
、
古
谷
分
隊
長
に
両
耳
の
こ
と
を
報
告
し
、
翌
日
戦
友
数
人

と
共
に
衛
生
下
士
官
に
引
率
さ
れ
上
海
陸
軍
病
院
で
診
察
を
受

け
る
事
と
な
っ
た
。

私
は
、
多
分
双
方
の
耳
の
鼓
膜
が
破
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ



て
い
た
が
、
軍
医
殿
は
私
の
耳
を
無
造
作
に
一
見
し
「
ヨ
シ
異

常
な
し
、
二
、
三
日
す
れ
ば
元
通
り
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
な

る
」
と
。
二
、
三
日
後
元
通
り
に
な
り
、
淡
い
内
地
還
送
の
夢

は
ど
こ
か
へ
飛
び
去
っ
た
。

程
な
く
上
海
（
呉
淞
）
に
お
い
て
輸
送
船
に
乗
船
、
九
月
二

十
四
日
、
海
軍
護
衛
の
下
に
上
海
を
出
航
し
た
。
我
々
は
一
体

ど
こ
へ
行
く
の
や
ら
皆
目
見
当
が
付
か
な
い
。
全
く
不
気
味
な

船
旅
で
あ
っ
た
。
船
倉
に
は
大
砲
、
馬
匹
等
が
充
満
、
上
陸
用

大
発
艇
も
あ
る
。
ま
た
、
お
び
た
だ
し
い
量
の
孟
宗
竹
が
甲
板

に
満
載
さ
れ
い
た
。
後
で
分
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
孟
宗
竹

は
輸
送
船
の
沈
没
に
そ
な
え
用
意
さ
れ
た
私
た
ち
の
救
命
用
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
私
た
ち
の
船
団
は
シ
ナ
海
を
南
下
し

た
の
で
あ
る
。

大
戦
末
期
の
東
シ
ナ
海
は
物
騒
こ
の
う
え
な
く
、
水
中
か
ら

上
空
か
ら
、
い
つ
ド
カ
ン
と
や
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
下

で
あ
っ
た
。
だ
が
二
十
六
日
夜
半
、
福
州
沖
の
泊
地
に
進
入
出

来
た
私
た
ち
の
輸
送
船
は
幸
運
に
も
一
発
の
弾
丸
も
受
け
な

か
っ
た
。
全
く
天
祐
で
あ
っ
た
。
二
十
七
日
未
明
、
輸
送
船
か

ら
大
発
艇
に
移
乗
す
る
の
だ
が
、
艇
は
左
右
に
揺
れ
、
装
具
約

四
十
キ
ロ
を
身
に
ま
と
い
、
輸
送
船
か
ら
た
ら
し
た
縄
ば
し
ご

を
降
り
途
中
か
ら
飛
び
降
り
る
の
だ
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
定
ま

ら
な
い
。「
エ
エ
イ
！
　
ま
ま
よ
」
と
覚
悟
を
決
め
一
挙
に
飛

び
降
り
た
。

全
員
移
乗
と
同
時
に
艇
は
舳
先
を
揃
え
、
一
斉
に
全
速
力
で

発
進
、
海
岸
線
へ
向
け
真
一
文
字
に
突
進
し
た
。
そ
し
て
艇
の

停
止
と
同
時
に
我
れ
先
に
と
艇
か
ら
飛
び
降
り
、
ち
ょ
う
ど
腰

辺
り
ま
で
海
水
に
漬
か
り
な
が
ら
陸
地
に
向
か
い
、
難
な
く
奇

襲
上
陸
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
こ
こ
で
初
め
て
福
建
省
の
福
州
攻
略
に
向
か
う
事

が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
中
国
軍
の
気
配
は
無
く
、
一
両
日
の

ん
び
り
と
し
た
進
軍
が
続
い
た
。
寸
時
の
休
息
も
な
く
部
隊
は

前
進
前
進
ま
た
前
進
し
た
。
途
中
、
芋
畑
が
あ
ろ
う
も
の
な
ら

編
上
靴
の
先
端
で
生
芋
を
け
り
お
こ
し
土
付
き
の
生
芋
を
か
じ

り
な
が
ら
軽
機
を
天
■
に
か
つ
ぎ
夢
遊
病
者
の
ご
と
く
歩
い

た
。と
、
突
然
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
「
ピ
ュ
ン
！
　
ピ
ュ
ン
！
」

と
の
弾
音
に
「
ハ
ッ
！
」
と
我
れ
に
返
っ
た
。
生
ま
れ
て
初
め



て
聞
く
弾
音
に
今
ま
で
の
夢
心
地
も
睡
魔
も
吹
き
飛
び
、
た
だ

恐
怖
で
震
え
が
五
体
を
か
け
巡
る
。
復
員
後
五
十
余
年
あ
の
時

ぐ
ら
い
恐
ろ
し
か
っ
た
経
験
は
ほ
か
に
な
い
。

こ
の
日
を
境
に
翌
日
か
ら
実
戦
と
な
っ
た
。
一
日
、
二
日
と

日
毎
に
敵
さ
ん
の
チ
ェ
ッ
コ
式
水
冷
重
機
、
迫
撃
砲
に
も
最
初

の
よ
う
な
恐
怖
心
は
な
く
な
っ
た
。

堂
麻
に
上
陸
後
、
補
口
～
幕
岑
～
連
江
～
湯
嶺
～
茶
亭
～
頂

虎
～
梅
嶺
～
嶺
下
～
■
山
～
福
州
へ
と
進
撃
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
間
私
の
愛
機
一
一
式
も
単
発
、
三
発
、
五
発
点
射
と
一
回

の
故
障
も
な
く
十
分
に
働
い
て
く
れ
た
。
目
的
の
福
州
を
攻
略

入
城
。
私
た
ち
第
二
中
隊
は
十
月
五
日
、
福
州
市
の
突
端
の
洪

山
橋
を
占
領
、
こ
の
地
点
を
警
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私
た

ち
の
分
■
は
兵
舎
よ
り
数
百
メ
ー
ト
ル
の
将
軍
山
で
あ
っ
た
。

三
日
に
一
度
く
ら
い
の
分
■
勤
務
で
、
分
■
に
も
各
機
が
重
要

な
た
め
陣
地
に
て
一
泊
、
翌
朝
上
番
と
交
替
で
下
山
す
る
の
で

あ
る
。
ま
た
度
々
の
討
伐
行
も
あ
り
、
全
く
多
忙
な
状
態
が
続

い
た
。

戦
局
は
い
よ
い
よ
急
迫
し
た
ら
し
く
、
我
々
第
十
三
軍
は
米

軍
の
上
陸
に
対
し
、
上
海
、
杭
州
へ
の
徴
収
の
命
令
が
下
達
さ

れ
た
。
私
た
ち
一
線
部
隊
は
い
つ
も
中
国
軍
と
至
近
距
離
に
て

対
峙
し
て
お
り
、
死
神
を
背
負
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。昭
和
二
十
年
五
月
十
五
日
の
暗
夜
半
、
私
た
ち
は
洪
山
橋
兵

舎
を
一
人
の
損
失
も
な
く
迅
速
に
撤
退
、
大
隊
本
部
の
も
と
に

掌
握
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
夜
半
過
ぎ
、
我
々
の
撤
退
を
い
ち

早
く
察
知
し
た
中
国
軍
を
振
り
切
り
、
部
隊
は
約
一
五
〇
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
岸
線
を
一
路
杭
州
へ
と
撤
収
・
集
合
作
戦
を

遂
行
し
た
。

当
初
は
浙
江
省
の
■
介
石
直
轄
の
第
八
十
師
団
、
途
中
か
ら

は
同
じ
く
■
介
石
直
轄
の
第
七
十
九
師
団
の
追
撃
を
受
け
、
随

所
で
交
戦
を
行
い
つ
つ
杭
州
へ
と
路
を
急
い
だ
。
私
た
ち
は
今

日
は
尖
兵
中
隊
、
明
日
は
殿
と
な
り
杭
州
へ
向
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
前
進
は
よ
い
が
殿
撤
退
は
何
と
も
具
合
悪
く
無
気
味
で

あ
っ
た
。

こ
の
集
合
作
戦
中
の
こ
と
だ
っ
た
。
と
あ
る
地
点
で
休
止
の

命
令
が
出
た
。
戦
闘
中
は
い
つ
も
食
糧
は
無
く
現
地
徴
発
で

賄
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
時
も
下
っ
端
の
我
々
が
菜
方
、
飯
方



に
分
か
れ
近
く
の
農
家
へ
入
る
。
ど
の
農
家
も
数
日
前
か
ら
安

全
地
帯
へ
逃
げ
去
っ
て
い
た
。
我
々
は
す
ぐ
米
を
手
に
入
れ
、

留
守
宅
の
炊
事
場
を
借
用
炊
飯
を
始
め
た
。
程
な
く
菜
も
出

来
、
一
個
分
隊
分
の
飯
も
出
来
上
が
る
頃
、
二
階
の
床
板
の
隙

間
か
ら
何
や
ら
白
い
二
、
三
セ
ン
チ
ほ
ど
の
物
体
が
ポ
ツ
リ
ポ

ツ
リ
と
飯
鍋
の
中
に
落
ち
込
ん
で
来
る
。
ハ
テ
？
と
最
初
は

じ
っ
と
見
て
い
た
が
、
二
、
三
十
個
ほ
ど
鍋
に
落
ち
込
ん
だ

時
、
戦
友
の
一
人
が
二
階
に
駆
け
登
り
そ
の
物
体
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
正
体
は
う
じ
虫
だ
っ
た
。
こ
の
家
の
住
人
は
我
が
軍
が

こ
こ
を
通
過
す
る
こ
と
を
数
日
前
か
ら
察
知
し
、
留
守
に
し
た

家
の
炊
事
場
真
上
二
階
に
置
か
れ
て
い
た
便
器
の
う
じ
虫
が
炊

飯
の
火
の
温
も
り
で
飯
鍋
に
落
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
い
つ

出
発
命
令
が
出
る
や
ら
、
私
た
ち
十
二
人
は
腹
ペ
コ
ペ
コ
全
く

恨
め
し
い
。「
出
発
命
令
」
で
催
促
を
す
る
腹
の
虫
を
な
だ
め
、

早
駆
け
で
中
隊
の
中
へ
割
り
込
ん
だ
。
何
と
も
言
い
よ
う
の
な

い
情
け
な
い
一
日
だ
っ
た
。

五
月
十
五
日
夜
半
の
福
州
撤
退
以
来
の
主
な
街
、
集
落
は
連

江
～
丹
陽
～
羅
源
～
寧
往
～
寧
福
～
温
州
～
楽
清
～
台
州
～
天

台
～
新
昌
～
百
官
～
紹
興
で
、
銭
塘
江
大
橋
を
渡
り
七
月
中
旬

待
望
の
杭
州
に
入
り
浙
江
大
学
跡
の
兵
舎
に
入
り
、
約
二
ヵ
月

間
、
一
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
陸
路
を
踏
破
し
、
こ
の
集
合

作
戦
は
終
結
し
た
の
で
あ
る
。
福
州
出
発
時
の
支
給
品
で
あ
る

編
上
靴
も
二
ヵ
月
間
の
作
戦
で
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な
り
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
と
な
っ
た
。

浙
江
大
学
兵
舎
に
て
休
養
す
る
こ
と
約
三
週
間
、
私
達
が
こ

の
地
に
て
所
属
し
た
第
六
軍
の
「
光
二
号
作
戦
」
に
ま
た
参
加

と
な
り
、
私
た
ち
は
杭
州
奥
地
分
水
に
進
軍
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
日
本
製
新
型
「
軽
機
九
六
、
九
九
式
」
に
比
べ
「
旧

式
一
一
」
は
重
い
軽
機
で
あ
っ
た
。
一
分
間
五
四
〇
発
で
、
戦

友
た
ち
の
持
つ
三
八
式
小
銃
と
弾
薬
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
い
ざ

と
な
れ
ば
小
銃
弾
が
使
用
出
来
る
の
で
弾
薬
の
心
配
は
無
い
。

い
ず
れ
こ
の
鉄
の
戦
友
と
一
緒
に
心
中
す
る
の
で
あ
ろ
う
と
当

初
か
ら
覚
悟
は
出
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
隊
は
奥
地
分
水
に

進
撃
、
私
た
ち
若
干
の
者
は
分
水
の
手
前
桐
盧
に
お
い
て
部
隊

が
乗
船
し
て
来
た
船
舶
の
警
備
に
付
い
た
幾
日
目
の
こ
と
だ
っ

た
か
、
分
水
へ
進
撃
し
た
部
隊
全
員
が
引
き
揚
げ
、
乗
船
、
私

共
へ
の
警
備
命
令
は
解
除
さ
れ
た
。



私
た
ち
は
杭
州
へ
帰
営
、
そ
し
て
之
江
大
学
校
庭
に
整
列
し

た
が
そ
の
夜
の
上
官
達
の
普
段
と
違
う
異
様
さ
に
気
付
い
た
。

そ
し
て
意
外
な
訓
辞
が
言
い
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
我
々
の
故
国
日
本
は
、
こ
の
十
五
日
、
米
国
お
よ
び
連
合

国
に
対
し
無
条
件
降
伏
…
…
」
と
。
私
た
ち
は
た
だ
呆
然
と

し
、
な
す
事
を
知
ら
ず
、
そ
の
場
へ
言
う
に
声
な
く
座
り
込
ん

だ
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
世
界
大
戦
は
名
実
と
も
に
終
止
符
を

打
っ
た
の
で
あ
る
。
上
官
よ
り
「
兵
は
み
だ
り
に
騒
ぐ
こ
と
な

く
、
本
部
か
ら
の
何
分
の
指
示
を
待
つ
よ
う
」
と
の
話
が
あ
り

解
散
と
な
っ
た
。
時
は
昭
和
二
十
年
八
月
十
九
日
夜
半
の
こ
と

だ
っ
た
。
そ
の
夜
は
更
け
る
と
と
も
に
喧
々
ご
う
ご
う
に
な

る
。
そ
の
う
ち
、
時
間
と
と
も
に
冷
静
に
な
れ
た
の
か
全
員
寝

に
付
い
た
。

そ
の
後
、
上
部
か
ら
の
指
示
に
従
い
武
装
解
除
と
な
り
、
一

ヵ
年
有
余
苦
楽
を
と
も
に
し
た
「
一
一
式
軽
機
」
と
も
決
別
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
間
も
な
く
中
国
政
府
の
指
示
に
よ
り
嘉
善

県
嘉
善
捕
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
は
私
た
ち
を

監
視
す
る
中
国
兵
と
は
個
人
的
に
は
敵
味
方
で
あ
ろ
う
は
ず
が

な
い
。
収
容
後
た
だ
ち
に
国
境
の
垣
根
を
超
え
、
双
方
打
ち
解

け
た
朋
友
と
な
っ
た
。
そ
し
て
手
持
ち
無
沙
汰
の
私
た
ち
は
使

役
と
し
て
鉄
道
線
路
の
見
回
り
役
が
課
せ
ら
れ
た
。
二
、
三
人

の
戦
友
と
連
れ
立
ち
、
丸
腰
徒
歩
で
列
車
の
通
過
し
た
後
を

追
っ
て
、
機
関
車
の
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
落
ち
た
火
で
燃
え
て
い
る

枕
木
を
消
す
役
目
で
あ
っ
た
。

当
時
枕
木
も
大
分
古
く
、
中
に
は
青
森
、
秋
田
産
な
ど
の
枕

木
も
布
設
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
大
隊
は
各
郷
土
部
隊
に
改
編

さ
れ
、
以
後
は
郷
里
の
顔
見
知
り
の
戦
友
と
過
ご
せ
る
こ
と
が

出
来
た
。

復

員

激
動
の
二
十
年
も
過
ぎ
た
頃
、
ポ
ツ
ポ
ツ
復
員
の
話
が
出
始

め
、
や
が
て
待
ち
に
待
っ
た
復
員
が
始
ま
っ
た
。
あ
る
日
私
た

ち
は
上
海
市
政
府
に
入
り
、
い
よ
い
よ
乗
船
復
員
の
日
を
一
日

千
秋
の
思
い
で
待
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

懐
か
し
の
故
国
へ
私
た
ち
を
運
ん
で
く
れ
る
復
員
船
が
程
な

く
上
海
に
来
る
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
私
よ
り
一
年
遅
れ
福
州
へ

来
た
私
の
隣
村
吾
北
村
の
戦
友
岡
林
誠
朗
君
は
私
の
軽
機
用
の

弾
庫
を
持
つ
弾
薬
手
だ
っ
た
。
も
し
私
が
敵
弾
に
倒
れ
た
場
合



は
彼
が
私
に
替
わ
り
に
射
手
と
な
る
任
務
だ
っ
た
。
彼
は
本
来

少
々
病
弱
気
味
だ
っ
た
。
私
た
ち
が
復
員
の
た
め
上
海
市
政
府

に
入
っ
た
頃
か
ら
か
な
り
胃
腸
が
悪
い
よ
う
だ
っ
た
。
い
つ
も

軍
医
の
指
示
に
て
療
養
に
努
め
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。

福
州
撤
退
以
来
の
彼
は
無
二
の
戦
友
だ
し
、
私
は
ど
う
し
て

も
一
緒
に
復
員
を
と
願
っ
て
い
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
私
は

「
戦
友
よ
、
私
は
医
術
の
心
得
な
ど
全
く
な
い
が
イ
チ
か
バ
チ

か
胃
腸
の
灸
を
据
え
て
み
る
が
ど
う
か
」
と
彼
に
話
し
た
と
こ

ろ
、
彼
は
即
座
に
「
大
西
上
等
兵
殿
！
　
ぜ
ひ
頼
む
」
と
の
こ

と
。早
速
、
私
は
上
海
市
内
へ
外
出
す
る
戦
友
に
軍
票
千
円
を
渡

し
中
国
製
■
を
手
に
入
れ
た
。
私
は
全
く
の
素
人
で
灸
つ
ぼ
な

ど
知
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
大
勢
の
戦
友
の
中
に
胃

腸
の
灸
の
経
験
者
が
い
た
。
そ
の
戦
友
は
愛
媛
県
出
身
の
三
宅

と
言
う
戦
友
だ
っ
た
。
早
速
三
宅
戦
友
に
事
情
を
説
明
し
た
と

こ
ろ
、
上
半
身
裸
と
な
り
背
中
上
部
の
灸
つ
ぼ
を
見
せ
て
く
れ

た
。
私
た
ち
兵
隊
は
い
つ
も
針
、
縫
糸
を
携
行
し
て
い
た
の

で
、
縫
糸
を
頭
大
の
輪
に
し
て
三
宅
戦
友
の
首
に
掛
け
、
灸
の

壺
痕
へ
糸
の
端
を
垂
ら
し
糸
に
印
を
付
け
た
。
そ
れ
は
三
セ
ン

チ
径
ほ
ど
の
大
き
な
灸
つ
ぼ
だ
っ
た
。

早
速
班
に
立
ち
戻
り
「
結
果
の
受
合
は
出
来
兼
ね
る
が
、
か

ま
わ
な
い
か
」
と
念
押
し
を
し
、「
大
西
上
等
兵
殿
！
　
か
ま

わ
ん
か
ら
や
っ
て
く
れ
」
と
の
了
解
を
得
て
、
私
は
持
っ
て
い

た
■
を
大
き
め
に
丸
め
、
痩
せ
細
っ
た
彼
の
背
中
へ
縫
糸
を
首

か
ら
垂
ら
し
、
印
の
所
へ
■
を
置
き
、
火
を
付
け
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
大
き
な
■
が
徐
々
に
燃
え
る
。
や
っ
と
燃
え
る
の
が

終
わ
っ
た
。
彼
は
ど
れ
程
か
痛
か
っ
た
こ
と
か
。

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
直
後
、
軍
医
の
最
後
の
病
弱
兵
の
診

断
が
行
わ
れ
た
。
当
日
、
軍
医
の
診
断
用
に
各
自
の
大
便
を
持

参
、
検
便
に
よ
り
復
員
か
残
留
か
を
決
め
る
日
で
あ
っ
た
。
ど

う
し
て
も
一
緒
に
復
員
を
願
い
、
私
の
健
康
な
大
便
を
マ
ッ
チ

箱
に
入
れ
岡
林
戦
友
に
渡
し
た
。
間
も
な
く
戦
友
は
医
務
室
か

ら
満
面
の
笑
顔
で
帰
っ
て
来
た
。
上
首
尾
と
の
事
で
あ
っ
た
。

戦
友
の
話
に
よ
れ
ば
、
軍
医
殿
は
体
を
一
通
り
診
察
の
う

え
、
私
の
渡
し
た
用
便
を
検
便
の
う
え
「
よ
し
！
　
全
快
復

員
」
と
の
申
し
渡
し
だ
っ
た
と
い
う
。
戦
友
は
日
一
日
と
快
方

へ
と
向
か
い
、
懐
か
し
の
故
国
の
土
を
踏
ん
だ
。
後
日
の
話
に



よ
れ
ば
、
残
留
を
申
し
渡
さ
れ
た
戦
友
は
誰
一
人
復
員
出
来
な

か
っ
た
と
の
こ
と
、
残
留
者
戦
友
の
冥
福
を
心
よ
り
祈
る
も
の

で
あ
る
。

岡
林
戦
友
は
現
在
、
有
限
会
社
岡
林
土
建
を
経
営
、
村
内
外

の
信
用
を
得
て
、
現
在
も
極
め
て
健
在
で
活
躍
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
某
日
、
私
た
ち
を
乗
せ
た
復
員
船
「
海

王
丸
」
は
故
国
へ
と
向
か
っ
た
。
戦
場
へ
向
か
っ
た
時
の
悲
壮

な
心
境
に
比
べ
、
晴
れ
て
故
国
へ
帰
る
心
境
は
感
慨
ひ
と
し
お

で
あ
っ
た
。
た
だ
我
々
と
と
も
に
今
故
国
へ
復
員
出
来
な
い
戦

没
諸
兄
に
対
し
て
は
何
と
も
言
い
よ
う
の
な
い
一
抹
の
悲
哀
を

禁
じ
得
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

「
海
王
丸
」
は
鹿
児
島
湾
へ
と
入
港
し
た
。
煙
た
な
び
く
昔

変
わ
ら
ぬ
桜
島
を
目
前
に
、
た
だ
涙
が
後
か
ら
後
か
ら
止
め
ど

も
な
く
■
を
ぬ
ら
し
て
や
ま
ず
、
二
度
と
故
国
の
土
を
踏
む
こ

と
は
な
い
は
ず
だ
っ
た
私
た
ち
の
生
涯
に
お
い
て
、
こ
の
時
ぐ

ら
い
感
動
を
覚
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
上
陸
と
同
時
に
米
軍

に
頭
か
ら
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
消
毒
を
受
け
、
そ
の
夜
は
廃
虚
と
な
っ
た

鹿
児
島
県
の
一
隅
に
入
り
、
天
井
か
ら
差
し
込
む
月
を
眺
め
て

故
国
の
第
一
夜
を
明
か
し
た
。

翌
日
、
鹿
児
島
駅
前
広
場
に
部
隊
全
員
整
列
、
大
隊
長
代

理
、
松
岡
第
一
中
隊
長
の
「
光
輝
あ
る
独
立
第
四
一
二
大
隊
の

編
成
を
解
く
」
と
の
挨
拶
に
よ
り
、
こ
こ
に
復
員
兼
解
隊
式
は

終
了
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
生
死
を
と
も
に
過
ご
し
た
懐
か
し
の
戦
友
達
と
再
会

を
約
し
、
そ
れ
ぞ
れ
家
族
の
待
つ
郷
里
へ
と
四
散
し
た
の
で
あ

る
。

嗚
呼
！
　
戦
友
・
小
松
護
君

山
岳
の
斜
面
を
登
り
つ
め
る
。
よ
う
や
く
目
的
の
場
所
に
到

着
し
た
が
部
隊
の
前
進
が
止
ま
っ
た
。
先
頭
が
山
頂
に
到
着
し

た
様
子
、
闇
の
中
で
顔
を
あ
げ
て
ふ
と
見
る
と
、
前
方
は
る
か

彼
方
一
面
に
煌
々
と
点
灯
し
て
い
る
大
市
街
が
見
え
た
。「
福

州
だ
！
」
全
員
息
を
止
め
て
見
つ
め
た
。

時
刻
は
何
時
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
、
軽
機
を
し
っ
か
り
と
肩

に
か
つ
ぎ
峠
を
下
り
、
石
畳
の
険
し
い
狭
い
山
道
を
嶺
下
へ
と

下
り
て
行
っ
た
。
山
上
の
方
面
に
は
な
お
銃
声
が
盛
ん
に
聞
こ

え
て
い
た
。



山
の
中
腹
ぐ
ら
い
だ
っ
た
、
よ
う
や
く
闇
の
帳
が
明
け
た
。

突
然
前
方
山
上
の
稜
線
か
ら
敵
チ
ェ
コ
銃
の
猛
射
を
受
け
た
。

小
隊
は
立
往
生
し
叢
の
中
へ
一
斉
に
伏
し
た
。
叢
の
斜
面
に

ピ
ッ
タ
リ
と
身
を
伏
せ
地
面
に
顔
を
つ
け
な
が
ら
ふ
と
後
ろ
を

見
る
と
、
近
く
に
第
一
分
隊
の
軽
機
射
手
の
戦
友
小
松
君
も
同

じ
よ
う
に
身
を
伏
せ
て
い
た
。

時
刻
の
経
過
は
覚
え
は
な
い
が
、
突
然
そ
の
小
松
君
が

「
ウ
ー
ン
！
　
ウ
ー
ン
！
」
と
う
め
く
。
す
ぐ
行
っ
て
や
り
た

い
気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
。
だ
が
軽
機
を
右
に
か
か
え
敵
の
銃
火

に
曝
さ
れ
て
い
る
自
分
は
身
動
き
が
出
来
ぬ
。
そ
の
時
、
小
松

君
の
弾
薬
手
の
谷
口
君
が
近
づ
い
て
い
っ
た
が
手
の
下
し
よ
う

が
な
い
様
子
だ
っ
た
。
小
松
君
は
腹
部
に
敵
弾
を
受
け
て
い
た

の
だ
っ
た
。
小
松
君
は
最
後
の
気
力
で
「
天
皇
陛
下
万
歳
！
」

を
唱
え
て
息
絶
え
た
。
今
も
ま
だ
そ
の
声
が
耳
に
焼
き
付
い
て

お
り
、
福
州
の
嶺
下
の
空
を
思
い
出
す
の
で
あ
る
。
十
月
四
日

の
朝
で
あ
っ
た
。

（
私
は
一
昨
年
、
小
松
君
の
御
子
息
に
父
君
の
ご
立
派
な
最

期
を
お
知
ら
せ
し
た
の
で
し
た
）

。

追

記

私
に
と
っ
て
二
年
近
い
軍
隊
生
活
、
戦
場
生
活
は
貴
重
な
体

験
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
当
時
私
た
ち
は
長
兄
を
筆
頭
に
九

人
兄
弟
姉
妹
で
あ
り
、
次
兄
、
す
ぐ
上
の
兄
と
三
人
は
そ
れ
ぞ

れ
中
支
、
沖
縄
、
南
支
へ
と
出
征
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
兄

達
も
私
も
幸
運
に
も
無
事
復
員
出
来
た
。

私
た
ち
は
愛
媛
県
境
の
山
間
の
一
農
家
に
生
ま
れ
、
サ
ツ
マ

イ
モ
、
ト
ウ
キ
ビ
飯
、
麦
飯
等
の
粗
食
に
耐
え
成
長
し
た
。
そ

ん
な
境
遇
に
育
っ
た
せ
い
か
幼
少
の
頃
か
ら
健
康
体
で
、
出
征

以
来
度
々
の
作
戦
討
伐
等
に
は
必
ず
参
加
し
た
。

私
た
ち
の
第
四
一
二
大
隊
は
、
ほ
と
ん
ど
高
知
県
出
身
者

で
、
一
部
は
山
口
県
、
愛
媛
県
出
身
者
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。

戦
没
者
一
四
〇
余
人
の
大
半
は
県
の
出
身
者
で
、
高
知
市
五
台

山
山
麓
の
護
国
神
社
に
鎮
魂
さ
れ
て
い
る
。

私
は
復
員
以
来
、
毎
年
四
月
二
日
の
春
季
慰
霊
祭
に
は
万
難

を
排
し
参
列
し
て
い
る
。

田
所
第
四
一
二
大
隊
長
を
は
じ
め
百
人
近
い
元
戦
友
た
ち
も

集
ま
り
、
心
よ
り
戦
友
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

時
に
は
元
長
峯
旅
団
長
閣
下
の
ご
遺
族
が
金
沢
市
か
ら
参
列
し



て
下
さ
る
。

参
拝
後
は
護
国
神
社
近
く
の
会
場
に
て
、
各
中
隊
別
に
昔
話

に
花
を
咲
か
せ
、
ま
た
来
年
の
再
会
を
約
し
て
い
る
。

軍
隊
生
活
の
思
い
出
　 埼玉
県
　
稲
垣
吉
夫
　 

現
役
兵
と
し
て
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
二
月
一
日
、
連

隊
砲
員
と
し
て
近
衛
歩
兵
第
三
連
隊
（
六
本
木
に
あ
っ
た
）
に

入
営
す
る
。
北
支
派
遣
要
員
と
な
り
、
同
年
二
月
八
日
品
川
出

発
、
東
海
道
線
を
下
り
、
京
都
等
の
主
要
都
市
駅
で
は
国
防
婦

人
会
の
方
々
に
「
御
苦
労
様
、
元
気
で
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

等
の
御
見
送
り
を
受
け
、
瀬
戸
内
海
を
左
に
見
て
、
広
島
厳
島

神
社
の
海
中
に
建
つ
鳥
居
を
眺
め
な
が
ら
下
関
に
着
き
、
直
ち

に
乗
船
、
釜
山
港
へ
向
か
う
。
夜
と
な
っ
て
冬
の
寒
さ
を
感
じ

る
。
海
は
荒
れ
て
酔
う
が
数
時
間
で
釜
山
港
へ
上
陸
、
今
度
は

列
車
で
朝
鮮
半
島
を
縦
断
す
る
。

京
城
（
ソ
ウ
ル
）
は
夜
中
の
通
過
、
ス
ト
ー
ブ
列
車
は
二
重

窓
で
も
寒
い
。
真
冬
の
夜
中
で
は
仕
方
な
い
。
満
州
へ
入
っ
た

ら
な
お
さ
ら
寒
い
こ
と
と
思
う
。
特
別
列
車
で
も
速
度
は
遅
い

が
、
あ
ま
り
停
車
は
無
い
。
奉
天
（
瀋
陽
）
そ
し
て
山
海
関
は

昼
間
の
通
過
で
、
万
里
の
長
城
は
山
の
頂
上
付
近
で
遠
望
出
来

た
。
な
お
も
走
っ
て
、
天
津
、
済
南
、
泰
安
、
大
紋
口
と
進
み

■
州
へ
到
着
す
る
。
こ
こ
は
歩
兵
第
三
十
二
師
団
本
部
の
在
所

で
、
赤
れ
ん
が
の
立
派
な
建
物
の
兵
舎
が
並
ぶ
。
こ
こ
で
一
泊

し
、
翌
日
は
師
団
長
も
出
席
、
軍
旗
も
参
加
し
て
入
隊
式
が
厳

か
に
開
か
れ
た
。
再
び
列
車
で
鄒
県
、
両
下
店
、
界
河
、
勝

県
、
臨
城
を
経
て
棗
荘
へ
着
く
。
こ
こ
で
ま
た
泊
ま
り
、
国
防

婦
人
会
の
歓
迎
を
受
け
、
ご
ち
そ
う
に
あ
り
付
く
。

明
日
は
い
よ
い
よ
山
奥
の
警
備
地
へ
向
か
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
。
車
上
で
の
寒
さ
は
厳
し
く
、
外
景
を
眺
め
る
気
に
も
な
れ

な
い
。
一
日
が
か
り
で
撻
県
、
蘭
陵
鎮
、
下
庄
、
博
家
荘
を
通

過
し
て
第
二
百
十
連
隊
本
部
の
あ
る
沂
州
で
あ
る
。
早
速
、
連

隊
長
小
池
大
佐
の
訓
示
を
受
け
各
々
の
中
隊
に
分
か
れ
、
自
分

の
中
隊
へ
行
く
。
歩
兵
砲
中
隊
の
渡
辺
隊
は
歩
い
て
十
分
ぐ
ら

い
の
所
に
あ
る
。
渡
辺
隊
長
は
ど
こ
か
へ
出
張
と
か
で
、
隊
長




